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中津川市立神坂幼稚園の実践が紹介されています。 

岐阜県より「話そう！語

ろう！わが家の約束」運

動を広げるリーフレットが

配付されました。 

 

公立幼稚園・幼児園・

こども園の保護者の皆

様、小学校１・４年生の保

護者の皆様には、園・学

校を通じてお届けします。 

 

市役所窓口、児童館、

公民館、公立図書館でも

手に取ることができます。 

 

家族で話し合った「約

束」をきっかけにして、家

庭内の豊かなコミュニケ

ーションが深まります。 

 

東濃地区から中津川

市立神坂幼稚園の実践

が紹介されています。 

 

リーフレットには、実践

カードが付いているの

で、家族ですぐに取り組

むことができます。 

 

是非、約束運動に取り

組んでみませんか？ 



保護者の学びの場 

家庭教育学級  保護者同士の交流の場 

親子の交流の場 

家庭教育学級の資料として、「家庭教育学級とは」「５つの学習形態」

「学習内容」を活用してください。

家庭教育学級とは 
 

親としての人生を歩んでいるわたしたち。子どもと１年過ごした日は、親にとって１歳のバースデー。 

時には、親としてこれでいいのかと悩む日もあります。大丈夫、それもあなたにとって大切な日々。 

ともに悩み、ともに学びましょう。子どもが学び成長するように、大人も学び成長しましょう。 

家庭教育学級は、そんな学びを応援します。 

 

子育ての最終目標は 

自分の力で幸せに生きていける子に育てること 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

 

   

 

 

 

 

家庭教育学級の対象者は、すべての保護
者です。家庭教育学級は、子どもの育ちに
よって、様々な場所で開催されています。 

例 乳幼児学級 
      幼稚園・保育園等の保護者会 

小・中学校 PTA等 

学校 

家庭 

地域 

連携 

◇愛情による絆で結ばれた場 

◇常に子どもの心のより所となるもの 

◇子どもが生きていくための基礎を培う場 

◇すべての教育の出発点 

◇子どもの健全な身体と人格の発達のために、 

  親またはそれに準ずる大人が子どもに対して 

  家庭で行う教育 

◇“子育て”や“しつけ”について学んだり、悩 

 みを話し合ったりして、親としての成長を確か 

める場 

◇家庭教育について学び、前向きに子育てに取 

り組む元気をもらう場 

家庭とは 
 

家庭教育とは 
 

家庭教育学級とは 
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家庭教育学級の５つの学習形態 
型 方法・特徴 メリット 取組のポイント 

学校行事

参加型 

就学時健診、授

業参観、PTA 活

動等、学校や園

の行事と合わせ

て開催します。 

参加者が集まりや

すく、多くの保護

者に学びの場を

提供することがで

きます。 

・学校や園の行事につなげて家庭教育学級とし、行事に参

加している保護者に対して、さらに学びの場を 

提供します。 

・講師が学校や園の職員の場合、講話には 

テーマに沿った内容を取り入れてもらいます。 

体験活動

参加型 

ヨガ、料理、親子

遊び等、保護者

自身のリフレッ

シュや家族のふ

れあいの場を作

ります。 

参加者が集まりや

すく、親同士の交

流や家族のふれ

あいができます。 

・活動に、家庭教育に関する情報交流や講話を取り入れて、

学びにつなげます。 

・活動の終わりに、互いのよさを交流する時間を 

作ることで、よさを家庭でも広げて、ふれあいを 

深めます。 

講演会型 

テーマに適した

講師を依頼し、専

門的な話から 

課題に応じた学

びの場を作りま

す。 

専門的な立場か

らの話を聞くこと

によって、より深く

自分の思いや行

動を振り返ること

ができます。 

・内容に応じて、年長保護者、小６保護者、全校保護者という

ように、参加対象者を絞ったり広げたりします。 

・保護者が参加しやすい開催時間や場所などを設定しま

す。 

・講演を聴いた感想を交流する子育てサロンを取り入れる

と、学びが深くなります。また、在宅取組を組み合わせる

と、学んだことを家庭で生かすことができます。 

子育て 

サロン型 

小グループの和

気あいあいとし

た雰囲気の中で

互いの経験や悩

みなどを交流

し、子育てのヒン

トをつかみます。 

話をすることによ

って、保護者同士

がつながり、悩み

や不安の軽減や

解消ができ、自分

の子育てに安心

感や自信をもつこ

とができます。 

・グループ人数は、誰もが話せるよう５～８人ぐらいとし、司

会者をおいて、話しやすい雰囲気づくりに心がけます。 

・あらかじめ、テーマを設定して取り組むこともできます。 

・お茶やお菓子があると和やかな雰囲気になり、 

気楽に話ができます。 

・体験活動参加型や講演会型と組み合わせ 

ると実践しやすくなります。 

在宅 

取組型 

読み聞かせ、弁

当の日、「早寝早

起き朝ごはん」

「話そう！語ろう！

わが家の約束」

運動など、親子

でできることを

決め、各家庭で

取り組みます。 

全ての保護者に

家庭教育の大切

さについて働き

かけることができ

ます。 

家族のコミュニケ

ーションを深める

ことができます。 

・家庭で継続して取り組めるよう、子どもの年齢 

や発達に応じた課題を設定します。 

・朝ごはん、靴そろえ、手伝い、読書、挨拶など、 

取り組みやすい例を示します。 

・各家庭で、取組の足跡を残せるよう、取組カー 

ドを準備して配付します。 

・園·学校や地域、行政に協力を依頼し、園·学校ぐるみの取

組にしたり、小·中学校区全体で一斉に取り組む活動にし

たりすると、効果が高まります。 

・親子で話し合ったり、ふれあったりすることを大切にしま

す。 
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家庭教育学級の学習内容 
  

家庭教育学級の学習内容は、岐阜県家庭教育支援条例に示された９項目を考えながら、社会 

状況や子どもの発達課題から考えられる学ぶべきことと、参加者の学びたいことの両方を考慮 

し、どれかに偏ることなくバランスよく設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自立心 

基本的な
生活習慣 

自制心 

善悪の 
判断 

挨拶及び 
礼儀 思いやり 

命の 
大切さ 

家族の 
大切さ 

社会の 
ルール 学校の教育課題   子どもの実態   今日的課題   社会問題   

保護者の悩み   保護者の意識   役員の思い 

学ぶべきこと 
社会状況や子どもの発達課題

から、どの保護者にもぜひ学ん

でもらいたいというもの 

学びたいこと 
参加者の悩みや、知りたいと思

っている内容を明らかにして、そ

の解決を支援するもの 

 ＊「家庭で取り組むメディア対策」 

   スマホ・ゲーム機のトラブルや依 

存について 

 ＊「次代で必要な人材育成」 

   社会状況の変化（AI・IoT・国際 

化社会）について 

＊「親子でおにぎりの日」  

防災について家族で考えよう 

                         等 

＊「親子のコミュニケーション」 

   思春期の子どもとの会話について 

 ＊「家庭教育で大切にすること」 

   子どもを取り巻く現状と家庭教育 

で大切にしたいことについて 

＊「ほめて伸ばす！ワンポイントレッス 

ン」 

子どもにやる気をもたせる方法 

                        等 

例 例 
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